
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

近
江
日
野
商
人
館
（
大
窪
）、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館

「
旧
山
中
正
吉
邸
」（
西
大
路
）
の
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
・
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
、
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
。
入
館
料
は
、
大
人
個
人

三
〇
〇
円
、
大
人
団
体
（
三
十
名
か
ら
）
二
五
〇
円
、
小
・

中
学
生
一
二
〇
円
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

前
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
中

屋
本
店
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
店
で

は
銘
酒
「
高
砂
」
を
は
じ
め
と
す
る
酒

の
ほ
か
、
焼
酎
・
醤
油
・
味
噌
・
酢
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
は
駿
河
の

国
の
今
泉
村
（
静
岡
県
富
士
市
）
に
も

店
を
出
し
ま
す
。
こ
の
店
は
日
野
屋
、

の
ち
に
吉
原
支
店
と
呼
ば
れ
、
酒
・
焼

酎
・
醤
油
・
味
噌
・
酢
の
製
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
、
大
宮
町
の

阿あ

幸こ
う

地じ

欠か
け

畑ば
た
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
に
欠

畑
支
店
を
出
店
し
ま
し
た
。
こ
の
店
は

の
ち
に
中
屋
支
店
と
呼
ば
れ
、
酒
造
の

ほ
か
に
サ
イ
ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
を
製
造
す

る
飲
料
部
が
あ
り
ま
し
た
。
43
年
に
は

富
士
郡
岩
松
村
岩
本
（
静
岡
県
富
士
市
）

に
酒
造
店
を
出
し
ま
し
た
（
山
屋
）。
こ

の
店
は
大
正
初
年
に
同
郡
加
島
村
本
市

場
に
移
転
し
、
日
野
屋
富
士
支
店
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
浜
松
市
に
酒
類
・
米

問
屋
な
ど
を
営
む
山
中
商
店
、
小
笠
郡

横
須
賀
町
（
静
岡
県
掛
川
市
）
に
大
竹
屋

山
中
酒
店
を
開
業
し
ま
し
た
。

山
中
正
吉
家
と
富
士
山

　

初
代
山
中
正
吉
が
店
を
出
し
た
大
宮

町
は
、
富
士
山
の
南
西
の
ふ
も
と
に
当

た
る
場
所
で
、
富
士
山
信
仰
の
中
心
で

あ
っ
た
浅せ

ん

間げ
ん

大た
い

社し
ゃ

の
門
前
町
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
山
中
正
吉
家
は

富
士
山
や
浅
間
大
社
と
も
か
か
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
初
期
、
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くが
行
わ
れ
た

時
山
中
正
吉
家
は
、
富
士
山
の
山
頂
に

祀
ら
れ
て
い
た
仏
像
８
体
を
も
ら
い
受

け
て
、
酒
蔵
の
中
二
階
に
安
置
し
ま
し

た
。
現
在
も
富
士
山
下
山
仏
と
し
て
祀

ら
れ
、
そ
の
蔵
は
薬
師
蔵
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
中
正
吉
家
は
浅
間

大
社
を
崇
敬
し
て
い
た
の
で
、
近
江
日

野
商
人
ふ
る
さ
と
館
の
く
ど
に
は
、
浅

間
大
社
の
札
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
店
が
富
士
山
に
近
か
っ
た
か
ら
か
、

大
正
時
代
に
は
滋
賀
県
か
ら
富
士
登
山

を
す
る
人
々
に
中
屋
本
店
の
店
員
が
同

近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」　☎� 0008

行
し
て
い
た
よ
う
で
、
山
中
正
吉
家
に

は
、
富
士
登
山
の
記
念
写
真
が
い
く
つ

か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年

に
県
内
の
人
が
富
士
登
山
を
し
た
時
の

記
念
写
真
で
す
。
法は

っ

被ぴ

の
襟
に
は
「
中

屋
本
店
」
と
染
め
抜
か
れ
て
い
て
、
そ

の
服
装
か
ら
大
宮
町
の
中
屋
本
店
の
店

員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
山
中
正
吉

家
の
出
店
に
関
す
る
絵
図
や
史
料
、
古

写
真
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
野
ひ
な
ま
つ
り
紀
行
開
催

期
間
中
（
２
月
14
日
～
３
月
13
日
）
は
、

近
江
日
野
商
人
館
・
近
江
日
野
商
人
ふ

る
さ
と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
と
も
毎

日
開
館
し
て
い
ま
す
。

タイトルの温故知新の文字は、速水建夫さん（深山口）が竹で作られた作品です。

山
中
正
吉
家
の
出
店

　

山
中
正
吉
家
は
、
文
政
年
間
に
駿
河

国
天て
ん

間ま

村
（
静
岡
県
富
士
市
）
で
酒
造
業

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
店
は
ま
も
な
く

閉
店
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
保
初

年
に
同
じ
駿
河
国
大
宮
町
（
静
岡
県
富

士
宮
市
）
に
あ
ら
た
め
て
店
を
出
し
ま

し
た
。
当
初
は
鈴
木
正
吉
名
義
で
酒
造

業
を
営
み
ま
し
た
が
、
安
政
３
（
１
８

５
６
）
年
か
ら
「
中
屋
」
と
い
う
店
名▲中屋本店の店員

▲中屋の店員が付き添った富士登山の記念写真
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